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皆さまの夢として親しまれている宝くじ。
その宝くじをどこが発売しているかご存じですか？
実は、宝くじを発売しているのは、47都道府県と２０指定都市の地
方自治体なのです。
そして、宝くじ販売額のうち鹿児島県内で販売されたものの約
40％が収益金として鹿児島県に納められ、皆さまの暮らしのさまざま
な分野に役立てられています。
ぜひ、宝くじは県内でお買い求めください。

収益金として地方自治
体に納められ、公共事
業などに使われます。

　平成２３年度の鹿児島県の宝くじ収益金は約54億円で、県のさまざ
まな事業に活用しました。
〔主な活用事業〕
○文化施設等の維持管理
　吉野公園などの県立公園や霧島アートの森などの各種文化施設の維持管理
○県有施設の災害復旧
　台風などにより被災した道路などの県有施設の復旧
○防災行政無線の管理運営
　市町村や防災関係機関等との間で、防災情報の収集・伝達を行うために必要
な防災行政無線の回線使用料や中継局などの修繕費等
○乳幼児医療費への助成
　小学校就学前までの乳幼児の医療費にかかる自己負担分に対する助成
○イベントの実施
　第２８回全国都市緑化かごしまフェアや第３２回霧島国際音楽祭などのイベン
トの開催・運営経費

今年度の収益金は、がん検診車整備にも活用し、皆さ
まの健康づくりに役立てています。

２月14日（木）から３月８日（金）まで、グリーンジャンボ宝くじ
が発売されます。
１等は前回のグリーンジャンボから５千万円増額した３億５千
万円、前後賞は各１億円で、１等前後賞を合わせた賞金額が５億
５千万円となっています。
この機会にぜひ県内の宝くじ売り場でお求めください。

口蹄疫復興対策事業にも活用

宝くじの収益金は、さまざまな分野で皆さまの暮らしに役立っています
宝くじの購入は鹿児島県内で

宝くじの仕組みって？

宝くじの収益金は何に使われているの？

 

県立公園や文化施設の維持管理

今月発売される宝くじ情報

霧島国際音楽祭などのイベント運営防災行政無線の管理運営県有施設の災害復旧

平成２３年度に、熊本県、大分県、宮崎県
と共同して「口蹄疫復興宝くじ」を発売し、
県民の皆さまをはじめ全国の方々に多くの
ご購入をいただきました。
この宝くじの収益金について、本県では、
地域で取り組む畜舎等の消毒装置購入に
対する助成や県境における消毒ポイントの
整備などに活用しました。

県内で発売された宝くじで、平成24年度
はすでに５人の高額当せん者が出ています。

グラフで見る宝くじ

41.1%
（最近の実績をもとにした宝くじ１枚の中身）

宝くじ１枚
の中身

売りさばき手数料、当せん金
支払手数料にあてられます。

7.7%
宝くじ券印刷費、宣伝費、抽せん会費
などの経費として使われます。

4.9%

当せん金として
当せん者に支払
われます。

46.3%

県立大隅広域公園 鹿児島県奄美パーク

第28回全国都市緑化かごしまフェア 第32回霧島国際音楽祭道路の崩土除去 無線中継局

がん検診車

※グラフは平成23年度全国実績ベース

県内宝くじ売場における
1億円以上の高額当せん

サマージャンボ（２億円） １本
年末ジャンボ（２億円） ３本

ドリームジャンボ（１億円） ４本
サマージャンボ（４億円） １本

平成２３年度

平成２４年度


